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「甲賀市青少年活動 安全誓いのつどい」を開催

「市の安全管理の取り組み」
これらの取り組みにより、さらなる安全安心に努めています。

　市内で開催されるすべての事業を安全に実施するとともに、事業の安全安心を再確認する場として、青少
年活動安全誓いのつどいを開催します。
　第 8回となる今年度は、子どもたちの「生きる力」を育てることをテーマに、子どもの成長段階に応じた
安全な体験活動をはじめ、困難に立ち向かう心や知恵の育成、さらには人を育てる組織づくりについてもご
講演いただきます。
　どなたでもご参加いただけますので、皆さんのご来場をお待ちしております。

　青少年の非行は低年齢化が進む一方、犯罪に
巻き込まれ被害者にもなるなど、極めて深刻な
状況にあります。
　この月間は、地域の力で子どもをまもり、育
むことを目的として実施されます。
　少年センターでは、少年補導委員会と協力
し、健全育成や非行防止等の啓発活動を実施し�
ます。

　第６５回となるこの運動は、すべての人が、犯
罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につ
いて理解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。

　甲賀市では推進委員会を結成し、市内各所で
街頭啓発やちらし配布などの活動を展開していき
ます。市民の皆様のご理解ご協力をよろしくお
願いします。

７月は
「青少年の非行・被害防止強調月間」

７月は
「“社会を明るくする運動”強調月間」

地域の力で子どもを守り、育みましょう〜犯罪や非行を防止し、
� 立ち直りを支える甲賀のチカラ〜

問い合わせ

第６５回“社会を明るくする運動”甲賀市推進委員会
社会福祉課　☎６５‐０７００／ ６３‐４０８５

犯罪に戻らない・戻さない

問い合わせ

少年センター　☎６２‐６０１０／ ６３‐３９７７
担当：社会教育課　青少年育成係
☎８６‐８０２２／ ８６‐８３８０

◆土山地域　学区地域説明会の日程
小学校区 日　時 会　場

鮎　河 ７月２１日（火）
１９：３０～２１：００ 鮎河公民館

山　内 ７月２３日（木）
１９：３０～２１：００ 山内公民館

土　山 ７月２８日（火）
１９：３０～２１：００ 森林文化ホール

大　野 ７月３０日（木）
１９：３０～２１：００ 大野公民館

※�土山地域以外でも順次学区地域説明会を開催し、広報
紙などで日程をお知らせしていきます。

甲賀市青少年活動
安全誓いの日です

7月
31日は

［内容］　�●市の安全管理の取り組みについて�
●講演『生きる力を育てる～育成活動のリーダーシップ～』

《講師》　�一般財団法人野外活動協会専務理事� �
兵庫県キャンプ協会副会長・兵庫県教育委員� �
清
し
水
みず
勲
いさ
夫
お
氏

［日時］　7月31日（金）19時～（受付18時30分～）
［会場］　あいこうか市民ホール

■ 職場や事業ごとの安全管理体制の推進
　日々の業務や市民サービスの中での事故やけがを未
然に防ぐ取り組みとして、審査会等により各事業の安
全管理体制のチェックを行っています。また、７月を「安
全管理推進運動強調月間」と定め、各職場研修や、個々
の危機管理マニュアルの点検を実施し、安全管理意識
の共有と向上に努めています。

■ 青少年活動施設一斉安全点検を実施
　子どもたちの活動・遊びの場となる施設や野外公園
２８０カ所について、夏休み前に一斉点検を実施し、危
険箇所の点検や修理を行います。

■ セーフコミュニティの推進
　より安全安心なまちを目指して、セーフコミュニティ
の仕組みにより事故やけがの予防に取り組んでいます。
　特に「子どもの安全対策委員会」では、小中学生の
自転車事故、家庭での幼児のけが、いじめにつながる
スマートフォンのトラブル、野外活動での危険等に着目
し、各課題に沿った取り組みを順次実施しています。

■ＡＥＤの設置と講習実施
　心肺停止に際し、適切な救命措置を率先して行える
よう、市内公共施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を
１５９台配備しています。
　また、職員を対象として、普通救命講習やＡＥＤ操作
説明会を実施しています。

問い合わせ

社会教育課　青少年育成係　☎８６‐８０２２／ ８６‐８３８０

問い合わせ

危機管理課　セーフコミュニティ推進室
☎６２‐１８０５／ ６３‐４６１９

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
内　
教
育
環
境
整
備
室

☎
８
６‐８
１
４
８
／

８
６‐８
３
８
０

▲普通救命講習の様子

▲昨年開催時の様子
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ま
ち
の
「
宝
」、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
育
ち
を

願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
幼
稚
園
・

保
育
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、
小
学
校
・
中
学
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在
り
方
を
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皆
さ
ん
と
考

え
て
い
く
た
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指
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と
し
て

こ
の
ほ
ど
「
甲
賀
市
幼
保
・
小

中
学
校
再
編
計
画（
基
本
計
画
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
な
ぜ
、
再
編
が
必
要
な
の
？

　
子
ど
も
た
ち
は
集
団
の
中
で
、

多
様
な
考
え
や
行
動
に
触
れ
た

り
互
い
に
磨
き
合
い
な
が
ら
、
一

人
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
し
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
近
年
、
一
部
の
地

域
を
除
い
て
児
童
・
生
徒
数
が

減
少
し
、
園
・
学
校
の
小
規
模

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
に

磨
き
合
い
、
育
ち
あ
う
こ
と
が
で

き
る
一
定
の
集
団
規
模
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

▼
再
編
の
目
的
は
？

　

再
編
の
目
的
は
、
児
童
生
徒

の
「
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
」
な
ど
、
調
和
の
取

れ
た
子
ど
も
た
ち
の
「
確
か
な
育

ち
」
が
保
障
さ
れ
る
園
・
学
校
づ

く
り
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
誕
生
か
ら
幼
稚
園
・
保
育
園
で

の
教
育
・
保
育
、
そ
し
て
、
９
年

間
の
義
務
教
育
を
通
じ
、
一
貫
し

て
『
社
会
に
挑
む　
夢
と
力
を
蓄

え
た　
中
３
生
』
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
園
・
学
校
の
学
び
の
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

で
す
。

　
ま
た
、こ
の
再
編
の
取
り
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
影
響

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
丁
寧
に
説
明
し
、
広
く

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
地
域
と
と

も
に
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
託
す

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

先
ず
は
、
小
学
校
区
別
に
土

山
地
域
か
ら
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

再
編
計
画
及
び
概
要
版
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
水
口
庁
舎
）、
教
育
総

務
課
（
市
役
所
甲
南
庁
舎
）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

4平成 27年 7月1日5 平成 27年 7月1日


